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社 会 科 学 習 指 導 案
日 時 平成１８年 １１月１５日（木）５校時

（ ）学 級 ３年５組 男子１９名女子１７名 計３６名

授業者 瀧 澤 郁 子

１ 単元名

第３章 わたしたちの暮らしと経済 「１ 暮らしを支える経済」

２ 単元について

（１）教材観

本単元は指導要領の大項目（２ 「国民生活と経済」の中の中項目「アわたしたちの生活と経）

済」に含まれる内容である。

この単元では「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理解させるとともに、価格の働きに

着目させて市場経済の基本的な考え方について理解させる 」ことや「現代の生産の仕組みのあ。

らましや金融の働きについて理解をさせるとともに、社会における企業の役割と社会的責任につ

いて考えさせる 」こと、またその際 「社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件。 、

の改善について、勤労の権利と義務、労働組合の意義及び労働基準法の精神と関連づけて考えさ

せる 」ことをねらいとしている。。

日本は戦後の復興を成し遂げたあと、次に経済の回復が見られ、高度経済成長を経て、現在で

は物質的な面での豊かさや繁栄が見られるようになってきた。また、貿易や人の動きなど、国際

化の時代とされている。その中で、公害や環境・資源・エネルギー問題など様々な問題も見られ

るようになってきた。

本単元ではこのような現在の日本の状況において、個人や企業、地方公共団体の経済活動を取

り扱う。生徒の身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理解させること、市場経済の基本的な

考え方を理解させること、現代の生産のしくみのあらましについて理解させること、市場のはた

らきにゆだねることが難しい諸問題に対して国や地方公共団体が果たしている経済的役割につい

て考えさせることなどが、おもなねらいである。このような経済活動が我々の社会生活のあらゆ

る面で密接な関わりをもっていることを踏まえながら、経済活動の意義をとらえさせると共に、

今日の経済活動に関する諸課題に着目させ、自ら考えようとする態度を育てるものとする。

（２）生徒観

生徒の意識調査をしてみると、社会科の授業に意欲的に臨んでいる生徒は約７０％いる。一方

で、約３０％の生徒は「難しい 「よくわからない 「覚えるのが面倒」という理由から、意欲を」 」

。 、 、もてずに授業に臨んでいることになる また 意欲的に臨んでいる生徒の中にも歴史は好きだが

公民は苦手だと答えている生徒も少なくない。

思考・判断を必要とする学習や資料の読み取りについては苦手意識が特に大きく、授業中の発

言も明らかに減少する。グループ学習でも自分の考えを発表しようとしない生徒も多い。

定期テストの結果からは単元テストとの類似問題の正答率は高いが、新傾向で、資料を盛り込

んだ出題になると正答率がぐっと落ちる。歴史用語と比較して、公民学習で出てくる政治・経済

用語の定着も低い。

現代社会の豊かな物質文明の中で生活し、たくさんの情報に囲まれ生活していながら、経済の

特色については興味・関心が少なく、知識も断片的で、経済活動が社会生活において密接な関わ

りをもっていることを実感できていない。金融に関してのアンケートでは自分の預金通帳をもっ

ており、銀行に行ったことがある生徒は約６０％ほどいるが、実際に行われている仕事について

はほとんどよくわかっていない状況であった。また、経済用語「利子」を正しく読めた生徒は、

６０％いるが、中には「としこ 「りこ」と平気で読む生徒もいる。また 「公定歩合」を正しく」 、

読めた生徒は０％であり、日常生活の中であまり耳慣れない用語について、授業後の定着もこれ

からの課題である。
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（３）指導観

生徒観でも述べたように、身近な経済活動に関しても断片的な知識にとどまっており、経済活

動が社会生活において密接な関わりをもっていることを実感していない。

経済の基本的なしくみの学習ではあるが、将来、生徒の多くは労働者として何らかの職業に就

き、経済活動に参加する。そのため、生徒が労働者として、職業の意義や役割、雇用と労働条件

の改善、勤労の権利と義務、労働組合の意義や労働基準法の精神など、政治学習と結びつけなが

ら、指導を行う必要もある。

網羅的で高度な扱いにならないよう特に配慮すると共に、身近で具体的な事例を取り上げ、経

済活動が様々な条件の中での選択を通じて行われるという点に着目させて、市場経済の基本的な

考え方を理解させたい。多角的・多面的に資料をとらえていくための視点を身につけさせ、下位

の生徒でも興味・関心をもって学習に臨めるように、日常生活と接点のある資料の提示を工夫す

る。わかりにくい内容は図で示し、理解を促したい。また、内容の定着のために、新しく学習す

る用語の音読やドリル学習、授業のまとめを転写で取り組ませ、学習の定着とを図りたい。

特に、金融の働きについては家計の貯蓄などが企業の生産活動や生活の資金として円滑に循環

するために、金融機関が仲立ちしていることを具体的例をあげて取り扱い、金融の働きについて

大きくつかませていきたい。

３ 単元の指導目標及び評価計画

（１）単元の指導目標

①身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理解し、価格の動きに着目して市場経済の基本的な

考え方について理解できる。

②現代の生産のあらましや金融のはたらきについて理解し、社会における企業の役割と社会的責

任について考えることができる。

（２）指導計画と評価計画

時 指 導 内 容 観 点 別 評 価 規 準 （重点）

思考・判断 技能･表現 知識･理解関心・意欲・態度

経済のはたらきについ 財とサービスの供給１ 暮らしをみつめて

て身近な生活と結びつけ と、私たちが行う消費・経済との出会い

て、以後の経済学習に関 活動とがスムーズにつ・経済とはなんだろう

心を高めることができ ながるしくみを、経済・経済について考える

る。 の三主体を中心に理解

することができる。

具体的な場面での消費活 私たちが行う支払いの２ 消費と暮らし

動のシュミレーションをす 手段について調べ、その・消費と選択

ることで、実生活における 問題点ついて考えをまと・消費と家計

さまざまな条件の中で、的 めることができる。・支払いの手段

確な選択を行うことができ

る。

生活密着した事象とし 消費者の権利や消費者保３ 消費者の自立

ての消費者をめぐるさま 護の諸法律が必要とされる・消費者をめぐる問題

ざまな問題に関心をも 背景について考えるととも・消費者の権利と保護

ち、消費者としての立場 に、自立した消費者とはど

から意欲的に学習に取り のような存在かを考えるこ

組もうとする。 とができる。

市場のはたらきの中で価 市場経済のもとでは、４ ものの価格の決まり方

格がどのように決まるか、 商品の価格は需要と供給・せりと市場

そのメカニズムについて考 の関係によって決まるこ・需要と供給

えることができる。 とをグラフを読みとりま

とめることができる。
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市場が寡占や独占の状態 市場がうまくはたらか５ 市場は万能ではない

の時、価格がどのように決 ない独占価格と、市場の・独占と寡占

まるのか、そしてそれが私 自由にませてしまうこと・公共料金

たち消費者にどのような影 ができない公共料金につ・万能ではない市場

、 、響を及ぼすかを考えること いて グラフを読みとり

ができる。 発表できる。

企業に関して学習した 資本主義のしくみ６ 企業はさまざま

ことや考えてことなど を、生産・流通・消費・企業のはたらき

、 （ ）・生産と流通 を、積極的に発表しよう の中で 生産者 企業

とすることができる。 と消費者（家計）との・大企業と中小企業

関係から理解できる。

企業の「社会的貢献」 株式会社のしくみつ７ 会社のしくみと役割

に関してなど、与えられ いて、株主と株主総会・株式会社とは

た課題に対して自分の力 などの役割を具体的に・株主と株価

で考えようとすることが 理解することができ・企業の社会的責任

できる。 る。

貸し付け利子と預金利子 利子のはたらきを考８ 資金の貸し借り

の差額から銀行が利潤を得 えなら、銀行の業務や・金融の役割

ていることに気付くことが その果たす役割を理解本 ・銀行の役割

できる。 することができる。時

公定歩合を上下すること 日本銀行の果たす役９ ・日本銀行

で、どのような効果が生ま 割を理解することがで

れるかを考えることができ きる。

る。

技術革新や情報化など 日本の産業構造の変10 変わる産業

の経済のソフト化と第二 化を読みとり、その問・産業構造の変化

次産業の実態について理 題点を理解することが・経済のソフト化

解し、発表できる。 できる。・国教をこえる経済

食料・環境問題につい 環境破壊の原因とその影11 資源をむだなく

て関心をも、図書館やイ 響について考えるととも・食料と環境の問題

ンターネットなどを利用 に、現在の、そして将来の・資源・環境問題

してさらに調べようとす 自分にできることは何かを

る意欲をもつことができ 考察し、実際の生活で実現

る。 しようとする。
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４ 本時の指導

（１）本時の目標

・一般銀行が行っている仕事に預金と貸付があることを理解できる。

【 】社会的事象についての知識・理解

・利子のはたらきを考えながら、一般銀行の利潤のしくみを考えることができる。

【社会的な思考・判断】

（２）本時の評価規準

評価場面評価の観点 評価基準 具 体 の 評 価 規 準 Ｃ努力を要する生徒

（方法）Ａ十分満足できる Ｂ概ね満足できる への指導の手だて

話 し 合社会的な思 貸し付け利子 貸付利子を預金 貸付利子を預金 説明をわかりやす

い、行動考・判断 と預金利子の差 利子よりも大きく 利子よりも大きく く工夫し、貸付利子

観察額から銀行が利 することで銀行が することで銀行が を預金利子よりも大

潤を得ているこ 利潤を得ているこ 利潤を得ているこ きくすることで銀行

とに気付くこと とに気付き、発表 とに気付く。 が利潤を得ているこ

ができる。 できる。 とに気付かせる。

発言、音社会的事象 一般銀行が利 一般銀行が利潤 一般銀行が利潤 利子、貸付の意味

読、プリについての 潤を得ている仕 を得ている仕事と を得ている仕事と を理解できるような

ントへの知識・理解 事を理解でき して貸付利子と手 して貸付利子があ 音読、反復学習を取

記入る。 数料をあげ、その ることを理解でき り入れる。

内容を理解でき る。

る。

（３）研究内容との関わり

ア 本時の基礎・基本

① 貸し付け利子と預金利子の差額から銀行が利潤を得ていることに気付くことができる。

【社会的な思考・判断】

② 経済用語や重要語句を意味を理解した上で、一般銀行が利潤を得ている仕事を理解でき

る。

【社会的事象についての知識・理解】

イ 定着を図る指導の工夫

① 転写法…本時の学習内容を振り返り、ノートにまとめ定着を図る。

、 。② 音読…経済用語や重要語句について音読を取り入れることで 内容の理解や定着を図る

③ 反復…資料や定着のためのプリント、ノートの活用を通し、経済用語や重要語句を繰り

返し音読したり、繰り返し書いたりすることで内容の定着を図る。また、関連の

ある既習内容を振り返り、さらに定着を図る。

ウ 動機付けの工夫

① 興味・関心…写真資料やアンケート、目にしてはいるものの普段あまり意識していない

資料を活用し、自分達の生活との関わりに気付かせ、学習に意欲的に取り

組ませる。

② 有能感…様々な形態を取り入れた音読をすることで、一人一人がいきいきと経済用語を

覚える場面を設定する。

（４）展開

段 学習内容・学習活動 指導及び支援の手だて 評価 研究内容

階 〇指導の留意点★支援 ※具体の評価基準 との関わり

（評価場面）

導 １ 写真を見て、写 〇写真資料の着目点を簡単 動機付け

入 真の人物はどこ に説明する。
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で働いているか 〇全員起立させ、写真を見

予想を立て、ノ て、予想した職場をノー10
分 ートに書き、発 トに書かせる。

表する。 〇銀行の通帳を取り上げ、

銀行に「お金を預け、利

子をもらっている」こと

を確認し、銀行はどのよ

うにもうけいているのか

疑問をもたせる。 反復

★図を示して、イメージを

。つかみやすいようにする

〇学習課題をノートに書か

２ 学習課題を設定 せる。

する。 ★音読した上でノートに書

くように促す。

銀行はどのようにしてもうけているのか。

展

開 ３ 銀行の仕事内容 〇事前のアンケートをもと 動機付け

をもうけをもと に、生徒が銀行のもうけ

に班毎に分類し と考えたものの中から、30
分 予想する。 本当にもうけであるもの

とそうでないもの、全く

、の間違いであるものとに

班毎に分類させる。

★話し合いが進まない班に

は日常生活から考えるよ

う促す。

【社会的事象についての

４ 銀行がもうけを 知識・理解 音読〇資料のレポートをペアで 】

得るためにどの Ａ銀行のもうけが貸付利音読させ、銀行のもうけ

ような仕事をし 子と手数料によることとして、貸付利子と手数

預金利子と貸付 を資料から、理解でき料があり、もうけの多く

利子の関係がど る。は預金利子と貸付利子の

のようになって Ｂ仕事内容の中に預金と差額から生まれることに

いるか、資料か 貸付があり、その仕事気付かせる。

ら考え、確かめ ★学習課題を意識して音読 内容を理解できる。

る。 するように指示を出し、 （話し合い、行動観察）

社会的な思考・判断を促

す。

【社会的な思考・判断】

Ａ貸付利子を預金利子よ 音読〇貸付利子と預金利子関係

りも大きくすることで 反復を音読・反復によって、

銀行がもうけを得てい定着を図る。

ることを資料を読んで

正しく判断できる。

Ｂ貸付利子を預金利子よ

りも大きくすることで

銀行がもうけを得てい
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ることを班の話し合い

を通して正しく判断で

きる。

（話し合い、行動観察）

５ 本時の学習課題 ◎転写法〇本時の学習課題の解決を

確認し、ノートにまとめ終 の解決について

させる。結 確認し、ノート

に書いてまとめ10
分 る。

まとめ

銀行は貸付利子を預金利子よりも大きくすることで

もうけている

★本時の学習内容を自分の

理解にあわせて転写する

よう促す。

６ 理解したことを 〇本時の授業に対する関心

ノートにまとめ ・意欲・態度をチェック

ることができた し、知識・理解について

か、自己評価す ノートに自己評価する。

る。


